
２０１１年度 教育目標：自ら学ぶ，豊かな人間性とじょうぶなからだをもった子ども

Ｈ２４．３．７（水） 第３４号 文責 校長 安藤 勇司

一雨ごとに春近し・・・気がつくと，私の家の「まんさく」も黄色い可憐な花を咲かせています。

天候がくるくる変わる中にも，植物はちゃんと春を感じ取っているのだと思います。

学校・学校周辺の放射線量（測定日：３／６ 単位：マイクロシーベルト毎時）

※（ ）内の数字は，前回のものです。

場 所 線 量 場 所 線 量 場 所 線 量

①５年教室 0.08(0.08) ⑥校庭中央 0.14(0.14) ⑪袋田方面Ｔ字路 0.38(0.34)

②児童昇降口前 0.13(0.12) ⑦ブランコわき 0.29(0.38) ⑫体育館わき通学路 0.62(0.68)

③３年教室ベランダ 0.15(0.15) ⑧校舎裏 0.47(0.50) ⑬校門 0.38(0.39)

④２年教室外 0.45(0.44) ⑨大プール南側 0.56(0.62) ⑭大桑原方面通学路 0.60(0.71)

⑤体育館 0.22(0.23) ⑩校庭東側十字路 0.34(0.38) ※足元から１ｍの高さの測定値です。

※ あくまでも測定時の値です。様々な条件により，値が少しずつ変化します。

児童謝恩会で楽しいひと時 3/5,６年生が計画してくれた「謝恩会」。

それは小規模校ならではの，創意工夫のある温かな会で，６年生の成長

した姿を感じました。プログラムの一部を紹介します。

１ 第一部〈成長した姿を見てください〉

① 暗唱「二十一世紀に生きる君たちへ：司馬遼太郎」

② 英語劇「大きなかぶ」

③ 合奏発表「カノン」

④ 作品紹介「習字・俳句・版画・オルゴール」 「おおきなかぶ」を英語で

２ 第二部〈お楽しみタイム〉

① ケーキ作り（６年生がその場で作ってくれました。）

② ゲーム「まめつかみ・輪投げ・空き缶積み」

③ ６年生によるダンス

３ 第三部〈感謝の気持ちを伝えよう〉

① 卒業文集と感謝状の贈呈

② 映像を流しながらの思い出発表

「空き缶積み」に挑戦

心に残った「６年生を送る会」 ６年生に感謝の気持ちを伝えよ

うと，５年生を中心に色々と準備をして臨んだ送る会，心のこも

った良い会でした。「さすが６年生」と思うことが多いこの半年間

でしたが，昨日の送る会では「５年生もやるときはやるんだなぁ。」

と強く感じました。来年も安心です。会の終盤，６年生のあいさ

つも心に残るものでした。大きな紙をつなぎ合わせ，一人一人が

思いを込めた言葉を筆で書きました。中心には「絆」の文字があ

り，それぞれ書いた言葉に託した思いを話してくれました。５年生 VS６年生の３分間長なわ跳びも見

所のあるものでした。結果は 216 対 199 で５年生の勝利でしたが，「６年生が挑戦を受けてくれたか

ら，ぼくたちもやる気になって勝つことができました。」という宏紀君のあいさつが心に残りました。


